
氏名 木下　光生

大学院博士後期課程
担当科目

　なし

通信教育部担当科目 ・史学演習Ⅰ

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

　教務委員
　就職委員
　情報処理センター運営委員
　学長選挙管理委員

　【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　近世史フォーラム事務局長
　奈良歴史研究会研究委員長
　宇陀市教育委員会・片岡家文書調査員

平　成　２５　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　近世史フォーラム　貧困研究会　奈良歴史研究会　大阪歴史学会　日本史研究会
　社会経済史学会　佛教史学会　日本葬送文化学会　日本環境斎苑協会　火葬研

　貧困、救済（セーフティーネット）、自己責任

　大阪大学大学院文学研究科博士後期課程修了

　博士（文学）

　日本近世史

最終学歴

学部担当科目

・日本史Ⅰ（前期）
・日本史特殊講義（後期）
・日本史講読Ⅰ・Ⅱ（通年）
・日本史演習Ⅰ・Ⅱ（通年）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文化財史料論特殊講義Ⅱ（通年）






　

授業科目



単著

単著

単著

単著

単著

単著

単著
③「近世京都・山城の葬送と
賤民・葬具業者」

2014年3月

京都部落問題研究資
料センター編『2013
年度部落史連続講座
講演録』同センター

　33～68頁

京都部落問題研究資
料センター　2013年
度部落史連続講座

2013年6月

　168～172頁

　28～29頁

①「穢多」「非人」「おんぼ
う」

（その他）

深谷克己・須田努編
『近世人の事典』東
京堂出版

『週刊朝日百科　新
発見！日本の歴史32
江戸時代5　享保の改
革の成功と限界』朝
日新聞出版

2013年4月

2014年2月

日本史研究会『日本
史研究』609

近世史サマーフォー
ラム2012実行委員会
『近世史サマー
フォーラム2012の記
録』

2013年5月

2013年4月

　67～74頁

　44～51頁

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

②「領収証から明らかになる
賤民の立場」

（学会発表）

②「書評　坂根嘉弘著『日本
伝統社会と経済発展』」

①「日本近世史と外国史研究
の架橋―村民経営から考える
―」

②「「普通」の百姓、「貧し
い」百姓」

2013年11月 2013なら講座 会場：天理大学

①「近世京都・山城の葬送と
賤民・葬具業者」

会場：京都部落問題研究資料セン
ター


